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格
差
是
正
に
は
公
正
な
賃
金
と
労
働
条
件

の
確
保
が
欠
か
せ
な
い―

―
。
格
差
の
拡
大

や
二
極
化
が
社
会
問
題
化
す
る
な
か
、
連
合

（
髙
木
剛
会
長
）
は
、
法
定
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
と
、
不
公
正
な
取
引
関
係
の
是
正
、

公
契
約
に
お
け
る
最
低
条
件
の
設
定
を
最
低

規
制
の
課
題
に
掲
げ
て
い
る
。
な
か
で
も
、

公
契
約
に
つ
い
て
は
、
今
年
六
月
の
中
央
執

行
委
員
会
で
「
公
契
約
に
関
す
る
連
合
見
解

と
当
面
の
取
り
組
み
」
を
確
認
。
一
一
月
に

は
、
適
正
な
賃
金
水
準
や
労
働
条
件
な
ど
を

定
め
る
公
契
約
条
例
の
骨
子
を
策
定
し
、
条

例
制
定
の
運
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
低
単
価
・
低
価
格

化
が
進
行

　

近
年
、
国
や
自
治
体
が
行
う
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
民
間
委
託
化
が
進
ん
で
い
る
。
公
共
業

務
を
発
注
す
る
際
に
競
争
入
札
の
実
施
が
増

え
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
背
景
に
し
た
公
共

事
業
の
効
率
化
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
要
請
の

高
ま
り
の
流
れ
も
あ
っ
て
、
仕
事
の
確
保
を

最
優
先
し
た
低
単
価
・
低
価
格
の
落
札
が
増

加
。
そ
の
影
響
が
受
注
先
・
下
請
け
企
業
の

経
営
悪
化
や
、
そ
こ
で
働
く
人
の
賃
金
・
労

働
条
件
の
低
下
、
ひ
い
て
は
雇
用
に
ま
で
悪

影
響
を
及
ぼ
す
事
態
を
招
い
て
い
る
。

　

公
契
約
に
関
し
て
は
、
日
本
が
未
批
准
の

Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
九
四
号
条
約
（
公
契
約
に
お
け
る

労
働
条
項
に
関
す
る
条
約
）
で
、
①
労
働
協

約
・
仲
裁
裁
定
や
国
内
法
規
ま
た
は
規
則
に

よ
っ
て
同
種
の
労
働
に
対
し
て
決
め
ら
れ
た

賃
金
、
労
働
時
間
そ
の
他
の
労
働
条
件
よ
り

も
低
い
水
準
に
し
て
は
な
ら
な
い
②
労
働
者

の
健
康
、
安
全
、
福
祉
に
関
す
る
公
平
か
つ

合
理
的
な
条
件
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を

と
る―

―

こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

連
合
に
よ
れ
ば
、
こ
の
考
え
方
に
は
、「
住
民

の
税
金
を
使
う
公
共
事
業
で
利
益
を
得
て
い

る
企
業
は
、
労
働
者
に
人
間
ら
し
い
労
働
条

件
を
保
障
す
べ
き
で
あ
り
、
発
注
者
た
る
公

的
機
関
は
、
そ
れ
を
確
保
す
る
た
め
の
責
任

を
負
っ
て
い
る
」
と
の
問
題
意
識
が
ベ
ー
ス

に
あ
る
と
い
う
。

公
契
約
に
関
す
る
当
面
の
取
り
組
み

を
確
認

　

連
合
は
、「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
九
四
号
条
約
の
基
礎
と

な
っ
て
い
る
考
え
方
を
実
践
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
」
と
し
て
、
六
月
一
九
日
の
中
央

執
行
委
員
会
で
「
公
契
約
に
関
す
る
連
合
見

解
と
当
面
の
取
り
組
み
」
を
確
認
。
現
在
、

未
整
備
の
国
内
法
の
整
備
を
は
か
る
と
と
も

に
、
当
面
は
自
治
体
で
の
公
契
約
条
例
制
定

に
向
け
た
運
動
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

国
内
法
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
建
設
労
働

者
の
賃
金
や
労
働
条
件
の
確
保
が
適
切
に
行

わ
れ
る
こ
と
を
努
力
義
務
と
し
た
「
公
共
工

事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」
な
ど
、
公
契
約
に
関
す
る
現
行

法
に
公
正
労
働
基
準
と
労
働
関
係
法
の
遵
守

を
盛
り
込
む
法
改
正
を
訴
え
る
と
と
も
に
、

公
契
約
に
関
す
る
基
本
法
の
制
定
も
め
ざ
す
。

具
体
的
に
は
、
関
係
省
庁
へ
の
要
請
行
動
や

広
報
の
展
開
、
地
方
議
会
で
の
「
公
契
約
に

関
す
る
基
本
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
」

の
採
択
な
ど
を
推
進
す
る
。

公
契
約
条
例
の
運
動
を
ス
タ
ー
ト

　

一
方
、
条
例
制
定
に
向
け
て
は
、
モ
デ
ル

（
先
行
）
地
域
を
設
定
し
、
取
り
組
む
。
働

く
者
へ
の
適
正
な
賃
金
水
準
や
労
働
条
件
の

確
保
な
ど
を
明
記
し
た
公
契
約
条
例
の
骨
子

を
策
定
。
原
則
、
全
地
方
連
合
会
で
公
契
約

条
例
制
定
の
自
治
体
決
議
の
取
り
組
み
を
行

う
と
と
も
に
、
北
海
道
・
東
北
、
北
陸
、
九

州
を
先
行
ブ
ロ
ッ
ク
と
位
置
づ
け
、
条
例
制

定
の
運
動
を
開
始
し
た
。

０
９
春
闘
で
も
取
り
組
み
の
強
化
を

　

こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
、
連
合
は
〇
九
春

闘
方
針
に
、
格
差
是
正
・
底
上
げ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
適
正
取
引
の
確
立
と
公
契
約
運

動
に
よ
る
公
正
労
働
基
準
の
確
保
を
盛
り
込

ん
だ
。
春
闘
行
動
の
一
環
と
し
て
一
一
月
二

八
日
に
開
い
た
格
差
是
正
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も

「
公
契
約
に
お
け
る
公
正
労
働
基
準
の
確
保

に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
。

　

古
賀
伸
明
事
務
局
長
は
、「
国
や
自
治
体
が

行
う
民
間
企
業
へ
の
公
共
業
務
や
工
事
の
委

託
、
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
調
達
に
お
い
て
全

国
的
に
問
題
が
発
生
し
て
い
る
」
な
ど
と
説

明
し
た
う
え
で
、「（
連
合
内
に
は
）
受
注
側

と
発
注
側
が
存
在
す
る
が
、
連
合
全
体
と
し

て
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
だ
」
と
強

調
し
た
。

関
係
す
る
構
成
組
織
が
実
態
報
告

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
構
成
組
織
の
取
り
組
み

も
紹
介
さ
れ
た
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務

や
公
立
病
院
の
医
療
事
務
な
ど
で
働
く
組
合

員
も
組
織
す
る
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
は
、「
公

契
約
に
お
け
る
安
い
落
札
価
格
に
よ
り
、
受

託
労
働
者
が
低
賃
金
労
働
者
に
な
っ
て
し
ま

い
、
格
差
社
会
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
ダ

ン
ピ
ン
グ
競
争
に
な
ら
な
い
実
効
性
の
あ
る

制
度
の
確
立
を
要
請
し
た
い
」
な
ど
と
主
張
。

構
造
物
の
公
共
事
業
や
設
備
機
材
の
納
入
な

ど
で
自
治
体
の
行
う
競
争
入
札
に
か
か
わ
る

単
組
が
多
い
Ｊ
Ａ
Ｍ
も
、「
公
共
事
業
は
安

心
・
継
続
が
も
っ
と
も
重
視
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
の
に
、
本
来
、
継
続
し
て
行
わ
ね
ば
な

ら
な
い
も
の
が
ぶ
つ
切
り
状
態
で
イ
ン
フ
ラ

の
基
盤
が
崩
れ
始
め
て
い
る
」
な
ど
と
発
言

し
、
入
札
制
度
の
運
用
改
善
を
求
め
た
。

　

自
治
体
が
提
供
す
る
介
護
や
清
掃
、
保
健
、

保
育
、
学
校
給
食
な
ど
に
従
事
す
る
民
間
労

働
者
も
組
合
員
に
抱
え
る
地
域
公
共
連
合
は

「
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
た
安
心
し
て
働
け
る

場
職
、
雇
用
安
定
と
生
活
で
き
る
賃
金
・
労

働
条
件
な
ど
が
崩
壊
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
。公
契
約
条
例
を
作
る
こ
と
が
必
要
だ
」

な
ど
と
訴
え
た
。　
　
　
（
調
査
・
解
析
部
）
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連
合
が
条
例
制
定
の
取
り
組
み
を
強
化




